
 

 

 

 

 

 

学校教育目標 夢と感動 勇気と感謝 みはらしの丘の未来を創る 生きる力にあふれる子どもの育成 
 

 

１１月４日（月）の全校朝会で、第１９回創立記念日に際して校長講話を行いました。わたしの

学校みはらしの丘小学校の校歌の歌い出しは「そびえ立つ 蔵王の峰よ」です。毎日の登下校や校

舎から、蔵王の山々を眺め、その雄大さや季節ごとの変化の美しさを感じながら日々の学校生活を

送っています。今年度の講話では、その蔵王の山と蔵王みはらしの丘の土地のつくりの関係につい

て話をしました。ここでは、大人向けに解説していきたいと思います。 

１００万年前頃、現在の蔵王温泉の温泉街は火山体の内部にありました。すり鉢状のカルデラと

呼ばれる火山の底の部分にあたります。数十万年前に、その火山体の一部が大崩壊を何回も起こし

ます。そこからの移動土塊は、山形盆地まで達したばかりか、かなりの勢いがあって盆地の西側の

山地にのり上げてしまいます。こうしてできた台地が、蔵王みはらしの丘になります。現在、私た

ちが見ている瀧山（りゅうざん）は、そのカルデラ火山の一部「外輪山」ということになります。

つまり、瀧山と私たちの足元にある蔵王みはらしの丘の土塊は同じものであるということです。ま

さに、私たちは、蔵王の山々に見守られ支えられているということです。こうした見方で蔵王の

山々を眺めてみると、その景色がより身近に感じられるのではないでしょうか。 

また、これまでも繰り返し子どもたちに話をし

てきている「一人ひとりが、自分らしい誇りある花

を咲かせる」つまり、自信があることを増やしてい

くこと、そしてそのために、「粘り強く挑戦するこ

と（真実の花）」「友達の頑張りを応援すること

（敬愛の花）」を大切にしていこうという話をした

ところです。 

 来年度は２０周年になります。 
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３年生が、山形県警察本部、山形県庁、山形市市民防

災センター、山形市西消防署へ、社会科見学に行ってき

ました。どの施設もなかなか見ることのできないところ

まで見学させていただきました。また、市民防災センタ

ーでは、地震や消火、煙が充満した部屋からの避難の体

験をしました。防災についても体験から学ぶ貴重な機会

になりました。 

 

 

 
令和７年度 徒競走記録会 
学年 男子 女子 学年 男子 女子 

1年生 

80m 

鈴木 椰斗 

15秒5 

柴田 都羽沙 

15秒2 

2年生 

80m 

澁谷 俐斗 

14秒6 

丹野  栞 

15秒3 

3年生 

100m 

和泉 湊士 

16秒1 

石山 紗菜 

三宅 小梅 

村田 知望 

17秒7 

4年生 

100m 

柴田 隼颯 

16秒1 

菅  結奈 

16秒4 

5年生 

100m 

髙橋 侑賀 

15秒6 

大津 心咲 

15秒8 

6年生 

100m 

藤田 悠人 

15秒5 

奥山 花南 

16秒0 
 

 １１月１１日（火）に５年学習発表会を行いました。

見学に行ってきた東日本大震災で被災した荒浜

小学校から学んだこと。それに関連した『勇気の

花が開くとき』の群読、『小さな勇気』の合唱、仲間

と力を合わせることを誓った『パラダイス・ハズ・ノ

ー・ボーダー』の合奏と、学年みんなで心を合わせ

たとても素敵な発表でした。 

 １１月１８日（火）に３年学習発表会を行いました。

のび太君とドラえもんが出てくるストーリーの中

で、ダンスで動きを合わせたり、自分が挑戦して

きた縄跳びを披露したり、元気いっぱいの発表で

した。最後は、学年みんなで心と声を合わせた素

敵な歌の発表でした。見ている全校や保護者の方

も元気なれる発表になりました。 


